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新交通システム（ＡＧＴ）の海外展開に
関するご紹介

• 研究部会の体制
• 部会長：日本大学 中村英夫教授
• 部会員：メーカー(３社)､商社(２社)､コンサルタント(６社)

• 研究活動
• AGT独自の優位性の整理(AGT導入と都市開発との連携等)
• 海外諸都市でのケーススタディおよびAGTの紹介
• 対象都市のニーズにあった導入方策(初期コスト削減･景観対策等)
• 国土交通省をはじめとする官公庁等との意見交換
• AGTカレンダーの作成

１．新交通システム研究部会の取組
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２．国土交通省等との連携による発信
１）国土交通省との連携

• 国土交通省 都市交通セミナーでの発表
2016年 カンボジア国プノンペン / 2017年 ケニア国モンバサ
2018年 コロンビア国メデジン / 2019年 ペルー国リマ(予定)

• 訪日要人へのAGTの魅力発信（視察・研修の支援）
• 海外向けAGTの標準化の検討

２）横浜市との連携
• ベトナム国ダナン市 都市開発フォーラムでの発表

2017年12月第7回フォーラム AGTの特長と交通計画上の位置づけ
2018年 7月第8回フォーラム ダナン市におけるAGT導入案
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３．調査業務における事業化支援
• インドネシア国チカランJICA PPP F/S調査（継続中）

• ジャカルタ衛星都市の複合都市開発を支えるAGT導入計画

• カンボジア国プノンペンJICA F/S調査（継続中）
• 空港や居住エリアと都心を結ぶプノンペン初の都市交通の計画

• ベトナム国ダナンMETI F/S調査（新規）
• 都市開発､空港､リゾート､都心を結ぶ､都市交通M/Pの実現支援
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